
王
陽
明
の

「
自
得
」

に
つ
い
て

一
一
日
に
し
て
い
え
ば
「
臼
得
」
の
壊
で
あ
る
と
い
え
る
ヮ

ブ

打

倒

仰

い

と

は

、

自

ら

の

修

行

に

ょ

っ

と

で

あ

る

G

す

な

わ

ち

、

自

ら

の

子

に

よ

い

て

し
か
し
、
人
間
は
、
初
め
か
ら
そ
う
あ
る
の
で
は
な
い
り
そ
れ
ば
向
か
は
動

機

づ

け

ら

れ

、

て

、

白

ら

い

く

む

私
は
こ
れ
を
、
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機
向
一
同
法
名
を
紘
一
京
、
字
会
公
前
と
い
い
、

と
設
し
た
む
夜
ぃ
主
絞
殺
撚
均
一
沙
患
の
入
、
ゆ
え

(

に

生

ま

れ

、

し
た
。



ど
が
輩
出
し
た
。

こ
こ
で
自
ら
を
激
脇
し
、
開
学
業
に
奮
援
し
た
結
果
、
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
出
る
こ
と
半
年
で
締
り
、
二
度
と
行
か
な
か
っ
た
。
特
に
朱
英
が
陳

白
沙
を
参
議
に
薦
め
、
践
に
行
っ
て
禽
う
こ
と
を
求
め
た
が
、
逐
に
避
け
て
禽

わ
ず
、
戸
を
閉
じ
記
を
読
み
、
天
下
古
今
の
典
籍
を
こ
と
ご
と
く
議
破
し
た
。

そ
の
か
た
わ
ら
、
料
老
科
官
小
説
に
ま
で
及
ん
だ
。
夜
は
寝
一
ず
、
阪
一
け
を
鑓
す

と
、
水
に
え
を
ひ
た
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
嘆
い
て
、

、
、
、
、
、
、
、

火
原
資
乎
訂
作
也
。
白
得
之
、
然
後
博
之
以
典
籍
、
別
典
籍
之
一
一
一
一
口
、
我
之

一
一
川
也
り
判
別
典
籍
白
血
(
籍
、
市
我
自
我
也
。
(
自
沙
子
九
九
集
)

と
い
っ
た
り
遂
に
一
奈
な
築
、
庁
、
間
断
存
豪
と
名
づ
け
、
そ
の
中
に
「
静
坐
」

L

f
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、
め
げ
仏
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市
一
郎
氏
の
成
化
二
年
合
同
一
ハ
己
、
一
件
び
太
郎
ナ
に
遊
び
、
祭
消
邪
議
、
が
陳
向
沙
の

訟
を
け
ん
、
大
い
に
絡
し
き
、
「
口
県
悩
ま
た
出
、
づ
り
」
と
な
し
た
。
時
の
名
士
山
線
倫
・

1
惣
・
庇
呆
・
賀
欽
ら
持
従
遊
し
た
。
三
年
春
、
南
部
し
、
五
年
(
一
附
六
九
〉
曾

試
に
際
じ
た
が
、
ま
た
ド
節
す
る
。
十
八
年
(
…
凶
八
…
…
〉
布
政
使
彰
部
お
よ
び
麗

京
総
作
朱
英
が
、
こ
も
ご
も
約
め
北
京
に
招
き
、
吏
部
に
就
か
せ
よ
う
と
し
た

が
、
僻
退
し
て
赴
か
す
、
ぺ
十
ん
絡
長
老
母
い
を
'
仁
政
す
る
。
そ
こ
で
翰
林
院
検

討
な
授
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
し
ば
し
ば
薦
め
ら
れ
た
が
任
に
就
か
ず
授
す
る
心

者
汗
に
吋
'H
沙
子
入
七
年
い
が
あ
る
。

以
上
、
航
rH
沙
の
Mmwm
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
こ
と
は
、
陳

っ
た
こ
と
、
幾
山
υ~
か
山
山
仕
を
薦
め
ら
れ
た
が
、

そ
し
て
…
imr立
乎
'
日
待
也
。

俳
込
し
て
交
け
な
か
っ
九
九
ニ
と
、

た
円
」
と
で
あ
る
υ

そ
れ
で
は
、
限
内
沙
の
つ
け
符
い
と
は
利
か
り
そ
れ
は
で
あ
る
。

僕
才
不
法
人
。
年
二
十
七
、
的
夜
間
一
従
一
民
明
君
(
山
内
弼
)
悶
mvu

賢
護
誠
之
書
、
一
蓋
一
無
所
不
一
襲
。
仲
間
未
知
え
慮
。
詑
務
自
沙
、
社
内
不
出
。

専
求
所
以
用
カ
ナ
一
ず
。
都
現
蕪
新

-T推
計
。
権
日
比
墨
田
罰
響

2
0
F襲
ぽ
ん
及
、

、

、

、

、

、

、

、

、

如
是
者
累
年
、
市
卒
未
脅
薄
。
既
謂
来
得
、
謡
音
此
心
血
ハ
此
一
理
、
来
有
榛
一

泊
絶
合
庭
也
。
於
是
合
後
之
繁
、
求
一
一
五
回
之
約
。
惟
在
静
…
坐
。
久
之
、
然
後

見
吾
此
心
之
器
、
議
集
墨
露
、
繋
若
者
物
。
日
用
問
麓
種
態
州
側
、
髄
吾
所

欲
、
如
馬
之
御
衝
動
也
。
捜
認
物
理
、
穣
諸
翠
割
、
各
有
頭
緒
来
援
、
却

水
之
有
務
委
也
。
於
是
一
換
然
自
一
戸
靖
国
、
作
聖
之
功
、
其
在
弦
乎
。
事
事
於

撲
者
、
範
教
之
経
卒
一
。
蓋
以
者
所
経
接
、
組
者
震
設
者
告
之
。
非
務
昼
間
同

議
以
誤
人
也
。
ハ
白
投
手
金
集
巻
一
一
〉

こ
の
「
静
坐
」
を
ど
の
よ
う
一
に
し
て
「
自
得
」
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
文

に
よ
れ
ば
、
際
南
沙
は
呉
興
一
弼
の
所
を
去
雪
、
白
川
汐
患
に
野
一
る
や
、
一
門
を
関
一
じ

て
出
で
ず
、
事
ら
修
行
の
方
訟
を
求
め
た
。
そ
の
た
め
締
友
関
係
を
断
ち
、
た

だ
書
物
に
よ
っ
て
こ
れ
を
等
ね
た
。
議
食
を
と
U

れ
て
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
数

年
‘
途
に
得
一
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
心
」
と
寸
理
」
と
が
榛
泊

路
合
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
議
蓄
を
捨
て
、
わ
が
心
に
求
め
た
。
そ
れ
が

「
静
坐
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
し
ば
ら
く
す
る
と
、
「
心
」
の
本
態
が
ど
こ
と

な
く
は
っ
き
り
と
し
、
い
つ
も
あ
る
こ
と
を
意
識
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が

「

静

品

川

」

の

し

た

が

っ

て

を

も

っ

て

人

に

教

え
た
。
エ
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2
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南
川

-Vv
開
ζ

う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て



こ
れ
を
討
物
に
求
め
て
ノ
件
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
、
自
分
の
に
求
め

る
の
が
い
い
。
ど
う
し
て
外
を
わ
ず
ら
わ
す
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

ζ

れ
を
自
分

の
心
に
求
め
る
い
M
法
が
、
す
な
わ
ち

J
M必
い
で
あ
る
。

Mm
向
沙
は
「
心
い
は
す
な
わ
ち
「
川
町
一
」
で
あ
り
、
「
理
」
は
一
切
を
包
括
す

る
も
の
と
な
し
た
。
そ
れ
は
「
静
坐
い
に
よ
っ
て
、
た
だ
寸
心
l

一
を
牧
拾
す
る

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
、
が
で
き
れ
ば
、
天
地
は
状
よ
り
立
ち
、
持
代
は
我
よ
り
出

で
、
守
山
は
北
に
あ
る
。
佐
古
来
今
、
山
方
上
下
、
す
べ
て
一
さ
い
、
「
心
」

を
し
っ
か
り
と
取
り
持
っ
て
い
れ
ば
、
充
怒
し
な
い
こ
と
は
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

的
給
付
乾
乾
、
只
是
牧
拾
此
而
…
μ
〕
心
此
却
干
渉
一
京
大
、
無
内
外
、
無
絡
始
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

無
一
慮
不
到
、
知
一
応
不
述
。
曾
此
、
則
天
地
我
立
、
寓
化
我
山
山
、
市
字

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

山
我
尖
山
内
此
概
納
入
子
、
克
有
何
事
。
佐
古
来
今
、
的
方
上
下
、
都
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

斑
穿
組
、
一
一
清
牧
拾
、
随
時
随
路
、
無
不
是
議
制
光
袋
、
色
色
信
地
本
来
、

判
別
雨
脚
航
空
子
娘
。
舞
一
市
一
万
一
…
…
…
…
一
雨
柄
、
正
京
勿
忘
勿
助
之
問
。
脅
黙
此
一
…
見

出
計
、
被
一
ぷ
子
一
日
打
排
出
来
、
使
都
是
怠
飛
魚
躍
。
(
輿
林
部
持
、
向

沙

子

全

集

程

一

一

瓦

七

九

)

♀

こ
の
隙
向
沙
の
設
は
、
時
…
象
山
の
「
宇
宙
使
限
定
奇
心
、
奇
心
部
是
宇
宙
よ

〈
陀
象
山
全
禁
容
二
一
一
一
氏
八
〕
、
一
人
心
五
鋭
、
此
球
一
点
、
問
。
人
皆
有
是
心
、
心

(
問
ト
九
一
良
九
)
、
「
先
立
乎
其
大
者
。
」
(
向
上
容
一
一
…
問
頁
入
〉
と
椋

符
合
す
る
。

時
に
は
関
自
に
説
明
せ
ず
、
そ
の
人
が
臼
ら

情
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ち

z
う
ど
、
紳
京
の
自
は
己
領
悟
に
凱
て
い
る
。

ん
九
人
地
問
、
一
ヰ
日
一
川
間
見
、
十
九
/
上
下
載
籍
所
有
汀
、
無
所
不
諮
令
所
米
一
語

、
、
、
、

者
、
此
心
一
迎
怒
一
役
中
生
生
化
化
之
妙
、
非
見
開
所
及
。
持
以
待
世

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

郷

涼

忠

市

自

得

之

、

:

・

予

所

未

言

者

、

世

郷

懇

意

、
、
、

白

得

之

。

別

繋

於

所

遇

、

非

予

所

能

知

一一良

を
教
え
た
一
節
で
あ
る
。

こ
の
「
自
得
い
は
議
甘
楽
に
博
一
わ
り
、
さ
ら

二
、
主
防
拐
の

は
じ
め
て
湛
甘
泉
に
出
曾
っ
て
以
来
、
五
十
七

甘
泉
は
ま
さ
に
半
生
の
親
友
で

陽
明
三
十
九
哉
の
十
一
一
月
、
入
京
し
て
大
輿

岳
弱
気
質
籍
、
が
織
柴
擁
曜
の
取
り
次
ぎ
で
、
五
陽
~
拐
に
曾
い
、

明
日
、
陽
一
坊
の
は
か
ら
い
っ
た
。
そ
こ
で
三
人
は
移
身
撃
を
共

っ
た
。

-
V

め
T
Q
O

く:3) 

先

生

入

京

、

国

鶴

一

柴

嬢

耀

諮
見
。
先
ι

此
挙
久
緒
。
予
何
所
問
。
封
日
、
難
粗
有
志
ち

賀
来
用
功
。
人
一
倍
患
無
志
、
不
無
功
。
明
日
引
見
甘
泉
、
訂
興

経口
μ
(注
i
u

…
品
交
成
公
金
書
巻
一
一
一
一
一
寸
年
譜
一
ー
一
一
良
一
七
)

注

1

移
B
a
j
i
費
一
鶏
の
「
陽
明
先
生
行
欽
一
」
に
は
寸
絡
身
」
と
あ
る
。

内
容
上
こ
の
方
が
よ
い
。
「
曾
識
準
原
跨
苔
。
来
日
一
詩
曾
、
以
一
訂
我
一
一
一
、

人
絡
身
共
撃
之
盟
。
一
ハ
陽
開
先
生
行
欽
)

こ
の
一
一
一
十
九
歳
の
十
一
月
か
ら
、
四
十
一
一
歳
の
一
一
一
月
、
湛
営
泉
が
安
南
に
使

す
る
ま
で
、
約
↓
年
五
か
月
一
、
三
人
は
北
京
で
共
同
生
活
を
し
、
聖
一
挙
の
償
問

己
努
め
た
。

三
人
の
結
束
は
ま
こ
と
に
閉
掛
か
っ
た
。
そ
れ
法
人
事
に
ま
で
一
友
ん
で
い
る
。

陽
明
は
こ
の
年
の
十
二
月
、
十
階
京
溺
一
部
四
一
川
清
吏
司
主
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
G

と

時
の
家
事
楊
一
請
に
、
陽
拐
を
北
京
に
留
ま
ら



ぜ
る
よ
う
訴
願
し
た
り
こ
の
阪
い
が
入
れ
ら
れ
、

京
司
主
事
に
改
留
さ
れ
、
級
事
の
椴
、
初
め
て
路
?
を
衆
に
講
じ
た
。

一

一

一

人

の

共

，

し

た

こ

と

は

、

r

、ι
J
1
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予
三
入
者
、
日
級
事
之
外
、
和
暇
必
ム
討
議
、
飲
食
啓
路
、
日
必
共
之
、

各
州
刊
紙
路
。
(
協
州
問
先
生
行
政
〉

陽
明
公
訴
甘
糸
子
日
、
乃
今
可
ト
郷
免
。
遂
就
サ
泉
子
長
安
反
政
右
抑

活
み
/
~
。
時
議
子
大
興
隆
v

子
、
一
山
久
路
北
沢
公
京
賢
ん
山
川
一
品
向
。
一
一
一
人
祁
擢
話
λ

一
託
。
久
施
日
、
地
日
天
哀
純
一
助
、
常
民
二
公
作
防
車
亭
失
。
後
λ

山
口
雨
忽

…
…
ぉ
、
川
山
道
…
乱
。
〈
防
切
先
生
一
一
品
誌
銘
)

こ
の
生
活
、
が
王
陽
聞
に
郎
ハ
え
た
影
響
は
大
き
い
。
主
防
関
は
五
十
裁
の
疋
月

「
致
良
知

-A」
JVv
公
に
し
た
が
、
そ
の
盗
想
は
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
あ
っ
た

と
忠
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
防
明
、
か
山
十
一
政
の
十
二
月
、
南
京
太
僕
守
少
卿
に
弁
悲
し
、
赴

任
の
途
上
、
郷

m一
結
ハ
合
格
〉
に

1
ち
怒
る
際
、
た
ま
た
ま
愛
弟
子
徐
愛
も
南

京
工
部
位
外
郎
に
外
り
、
間
阿
川
仰
と
舟
な
同
じ
く
し
て
越
に
向
か
っ
た
む
そ
の
舟

小
、
寸
大
仰
に
の
宗
U
H
K
品
、
じ
、
コ
奴
良
知
」
に
及
ん
で
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
〈
日
、
知
見
心
之
本
館
、
心
日
然
曾
知
。
見
ザ
〈
'H然
知
孝
、

H
M
兄
白
然
知

、
、
、
、
、
、
，
、
、
、

弟
、
見
市
子
入
井
h
u
然
知
側
除
。
此
川
氏
自
比
良
知
、
不
川
以
外
求
。
宕
良
知
之

後
、
‘
山
氏
無
私
諒
一
昨
版
、
部
一
所
消
光
立
(
側
捻
之
心
、
出
仁
不
川
然

記
市
人
、
不
能
無
私
話
陣
坂
υ

所
以
筑
間
川
致
知
格
物
之
J

身、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

引
む
と
12
出
廷
除
草
艇
、
川
ザ
ユ
ル
む
鴇
束
、
了
、
史
主
改
良
問
。

j
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v
f
I
J
Aノ
i一
/
d
f
t
y
r
4一
パ

イ

i
i
s
J
v
ノ
5
2
v
i
d
-
-
i
jノ
2
1
f必ずんノ

ゴ
手
#
i
仏

不

二

日

町

主

L
J

一
お
い
冴
j
h
f
f
〆
l
J
L
γ
ル
イ
ノ
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っ
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J
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ハ
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J
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「
年
制
作
ご

こ
と
が
で
き
る
。
父
を

o
r
u

の
自
然
の
知
の
働
き
こ
そ

良

'

知

で

あ

っ

て

、

に

持

っ

て

お

り

、

外

誌

に

求

め

る
も
の
で
は
な
い
C

こ
の
心
の
県
知
に
金
〈
妨
げ
が
な
く
、
そ
れ
を
充
演
し
、

N
U
自
に
税
抗
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

ζ

れ
が
「
致
良
知
L

な
一
の
で
あ
る
。

こ
の
「
致
良
知
」
の
考
え
は
、
晩
年
に
お
狩
る
「
致
良
知
設
」
の
一
根
本
と
な

っ
た
。

王
陽
間
関
西
十
一
湛
甘
泉
は
安
南
に
使
し

た
。
ま
さ
に
出
設
し
よ
う
ご
と
し
た
持
、
陽
閥
的
は
襲
撃
の
明
ら
か
に
し
戴
く
惑
い

易
く
、
人
生
の
別
れ
易
く
曾
い
難
ぎ
を
憂
z

「
別
一
湛
甘
泉
序
」
て
熔
一

り
、
法
別
へ
の
靖
を
切
切
と
吐
露
し
て
い
る
。

( 4 ) 
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王
女
一
成
公
金
議
一
巻

つ



為
る
は
甘
来
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
甘
泉
の
壊
は
務
め
て
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
即
応
人
の
見
な
い
今
日
、
甘
泉
こ
そ
県
人
の
徒
で
は
な
い
か
。

日
分
と
甘
来
と
は
三
わ
ず
一
品
ら
ず
し
て
一
意
思
が
相
、
通
ず
る
。
一
一
人
は
斯
の
道
に

お
い
て
、
搾
れ
て
後
巳
む
を
期
す
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
別
れ
に
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
一
誌
が
P

指
せ
な
い
が
、
廿
泉
は
そ
れ
な
訟
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
序
に
あ
る
よ
う
に
、
王
陽
明
が
拡
甘
泉
の
串
間
を
、
務
め
て
「
内
川
得
」

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
「
白
件
」
し
た
こ
と
が
、
窮
極
の
準
設
で
あ
る
「
致

良
知
説
」
を
生
む
動
凶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
別
湛
甘
泉
序
」
を
書
い
て
贈

っ
た
の
が
、
陽
明
四
十
一
歳
の
一
二
月
で
あ
り
、
徐
愛
に
「
致
良
知
」
を
説
い
た

の
、
が
、
同
年
の
十
二
月
で
あ
る
の
を
思
え
ば
、
自
ら
理
解
さ
れ
る
。

附
開
山
沙
の
救
え
な
受
け
た
拡
…
廿
来
は
、
「
館
虎
椛
認
天
理
。
」
の
設
を
打
ち
立

て
た
。
こ
れ
が
甘
泉
の
「
自
得
」
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
説
を
立
て
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

県
廿
泉
は
陳
向
沙
の
三
肘
坐
」
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
決
し
て
そ
れ
に
心
，
昨
し

な
か
っ
た
。
隙
向
沙
の
よ
う
に
、
世
一
川
を
欣
っ
て
「
静
坐
」
に
専
念
す
る
こ
と
を

潔
し
と
せ
ず
、
コ
山
村
山
」
と
「
訴
小
一
」
の
支
離
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
力
説
し

れ
ん
。

諸
生
前
哨
一
日
時
、
須
訓
練
此
心
、
正
北
ハ
心
、
川
γ
其
気
、
如
以
鏡
照
物
市
鏡
不

動
、
常
例
制
地
。
是
認
以
我
概
来
日
。
方
能
心

mh~寸
前
合
一
。
孔
子
所
謂
執
事

敬
。
中
山
同
一
川
謂
合
内
外
之
道
。
税
子
所
諮
卸
此
是
事
。
如
一
此
、
ガ
望
有
選
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

刊
訂
以
議
行
川
主
敬
一
民
一
刑
事
、
彼
此
初
妨
。
別
求
置
法
円
以
川
市
静
半
一
以
混
卒
、
使

、
、
、
、
、
、
、

口
沿
い
え
縦
、
静
磁
波
泊
っ
(
廿
泉
文
集
山
一
芝
ハ
豆
一
一
「
大
科
制
規
:
一
)

さ
ら
に
湛
甘
泉
は
「
訴
坐
」
の
瀞
に
近
づ
く
の
合
嫌
い
、
「
静
坐
」
を
主
張

せ
ず
「
敬
i

一
を
主
張
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
陳
南
沙
の
事
よ
り
は
い
り
、
後
年
、

公
館
開
釈
の
閉
山
ず
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

棄
人
事
部
欝
静
、
部
是
弾
事
。
窮
年
卒
滋
、
決
無
有
熟
之
理
。

如
欲
一
鍛
之
続
、
不
就
櫨
銀
、
安
可
理
一
精
。
(
甘
泉
文
集
巻
六
真
一
一
一
「
大

科
訓
規
」
〉

ま
た
、
余
替
準
に
手
紙
を
出
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

十
日
之
論
率
、
米
有
以
静
坐
筋
言
者
。
市
科
、
氏
一
…
一
一
悶
之
、
非
其
定
論
。
乃
欲
補

小
事
之
般
、
急
時
弊
也
。
後
之
儒
者
、
遂
以
静
坐
求
之
、
沼
会
。
古
之
論

卒
、
未
有
以
静
市
助
言
者
。
以
静
得
一
一
一
一
何
者
、
皆
静
也
。
故
孔
門
之
致
、
皆
欲

事
上
求
仁
、
動
一
時
資
力
。
何
者
、
静
不
可
以
致
力
。
緯
致
カ
郎
己
非
静
失
。

故
論
訪
問
、
執
川
県
教
o
m
い
初
日
、
敬
一
以
車
内
、
義
以
方
外
。
山
市
蔵
成
慎
恐
慌

慣
調
、
持
動
以
致
其
力
之
方
也
。
何
者
、
静
不
可
児
。
有
求
之
静
穏
、
駿

駿
乎
入
於
荒
忽
寂
滅
一
之
中
、
部
不
可
入
発
舜
之
道
失
。
故
易
問
、
復
其
見

天
地
之
心
乎
。
復
也
者
、
一
陽
動
也
。
非
復
、
別
天
地
之
心
不
可
得
一
叩
見

失
。
天
地
之
心
不
可
得
市
見
、
別
天
理
或
幾
乎
息
実
。
故
諮
問
蹴
明
者
必
入
管
動

静
一
於
官
。
敬
立
而
動
静
官

r〈O
此
山
口
付
庁
ど
庄
町
o

智
之
徳
官
。
(
甘

泉
文
集
程
七
頁
ム
ハ
J
七〉

指
一
荷
物
を
合
き
、
人
事
を
捨
て
「
静
坐
」
を
習
う
の
は
、
持
率
で
あ
る
。
古
の

壊
を
論
ず
る
者
で
、
「
静
坐
」
を
も
っ
て
い
う
者
は
ま
だ
い
な
い
。
「
静
坐
い
を

も
っ
て
い
う
者
は
皆
調
粋
で
あ
る
。
ゆ
え
に
よ
く
事
ぶ
者
は
、
必
ず
動
静
を
「
敬
」

に
一
な
ら
し
め
る
。
「
敬
」
が
立
っ
て
動
静
が
融
合
す
る
。
こ
れ
は
内
外
を
合

す
る
道
で
あ
り
、
人
間
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
性
の
徳
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
敬
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
湛
甘
泉
が
議
文
蔚
に
あ
て
た
手
紙
の

中
に
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

人
輿
天
地
寓
物
一
態
。
宇
宙
邸
呉
人
不
是
一
一
物
。
故
少
不
得
也
一
%
敬
者
、

心
在
於
是
市
不
放
之
謂
。
此
恐
未
設
。
蒸
程
子
一
五
主
一
之
謂
敬
。
主
一
・
者

心
中
無
有
一
物
也
。
故
去
っ
一
物
、
則
一
故
孟
子
日
、
心
勿

( 5 ) 



、
、
、
、
、
、

忘
勿
助
長
。
勿
忘
勿
助
之
問
、
。
今
一
戸
心
在
於
是
而
不
放
、
謂
之

勿
応
、
川
川
可
会
c

恐
不
能
不
滞
於
此
事
、
別
不
能
不
劫
也
。
可
謂
之
敬
乎
。

敬
九
日
始
的
紗
内
外
之
説
ハ
以
妙
。
(
廿
注
文
集
舎
七
瓦
二
九
J
一一一

O
一tz
答
詳
交

官
μ
ト
御
3

じ

ま
た
、
川
内
寸
山
地
帯
に
答
え
た
手
紙
に
も
、

、
、
、
、
、
、

敬
字
宋
儲
之
論
詐
突
。
惟
明
道
主
一
之
一
百
五
賞
。
所
調
印
主
一
者
、
心
本
無

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
物
。
清
右
一
物
、
部
非
…
ホ
〈
。
叉
恐
人
以
主
一
勉
滞
着
炉
、
物
。
故
叉
加

、、胃、

之
、
一
五
無
泊
之
刑
判
。
一
行
了
括
主
一
之
旨
、
部
不
治
云
鉱
趨
会
。
若
以
主
F

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

…
無
山
語
、
命
A
r
H
敬
字
、
不
沼
市
一
賢
也
G

ハ
甘
良
文
集
会
七
一
丸
一
一
一
七
「
答
資

泳
中
品
川
い
)

と
い
っ
て
い
る
。

「
敬
い
と
は
「
主
乙
で
あ
り
「
ご
で
あ
る
。
心
に
ご
物
」
の
な
い
こ

と
で
、
も
し
ユ
物
」
が
あ
れ
ば

2
1
こ
で
な
く
、
ま
た
「
敬
い
で
は
な
い
。

そ
れ
は
勺
勿
忠
勿
幼
い
で
あ
る
。
心
が
ぺ
主
…
い
で
あ
る
時
、
す
な
わ
ち
「
敬
」

で
あ
る
時
、
「
十
山
人
相
叫
ん
が
現
わ
れ
る
の

コ
い
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
甘
山
打
水
は
「
無
欲
」
で
あ
る
と
い
う
。
弟
子
の
官
抑

制
が
「
敬
い
に
つ
い
て
慌
廿
泉
に
質
問
し
た
時
、

敬
者
…
也
。
一
者
無
欲
山
出
。
ハ
廿
山
水
女
柴
山
市
…
一
…
…
比
一
一
寸
説
話
〕
)

と
科
え
た
。
平
叫
…
欲
い
は
心
に
「
一
一
物
い
も
な
い
こ
と
と
相
通
じ
る
。
し
た
が

っ
て
況
似
い
で
あ
る
。

五
陽
明
、
が
拡
廿
PM

水
の
胸
中
を
「
務
求
白
川
刊
也
。
い
と
悟
っ
た
の
は
、
済
組
と
一
一
一

人
で
、
北
京
で
共
同
生
活
な
し
て
い
た
時
で
あ
る
と
考
え
る
。

主
限
切
も
初
め
は
勺
併
や
一
い
を
も
っ
て
修
行
と
し
た
心
こ
れ
は
湛
い
す
泉
か
ら

〉
三
郎
，
付
ふ
れ
に
う
7

J

0

3

月
E
Zト
リ
ブ
泌
〉
h
i
、
工
二
一
う

C
L
U
-
-
t
二
t
t
;

M
M
幾
三

J
A
一/
h
m
詐
日

jhL}即
日

U'υ-Huv
除

レ

V
L一
ぷ
可
抗
伎

tb
，おい
A

怯

JLhえ
っ
A

イ
j

、

で
一
二

6
3
r
A
J
r
ν
p
t
I
J

た
。
そ
れ
は
、
時
あ
た
か
も
武
宗
の
-
初
設
に
雪
た
り
、

を

一

身

に

受

け

、

之

銑
・

た
と
ζ

ろ、

っ
て
救
お
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
c

識
に
赴
き
、
一
一
一
十
七
裁
の
春
、
龍
場
に
着
く
。
譲
場
己
責
州
省

の
西
北
寓
山
叢
瀬
中
に
あ
る
。

ζ
ζ

で
蛇
一
越
趨
魅
、
議
議
嘩
犠
と
共
に
そ
生
活
を

し
た
。
夷
人
は
ζ

と
ば
が
建
っ
て
議
じ
ず
、
通
じ
る
者
は
皆
中
関
か
ら
の
亡
命

者
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
設
題
は
な
く
?
陽
明
は
は
じ
め
て
土
入
に
、
土
を
築

き
木
を
架
け
、
家
を
作
っ
て
住
む
こ
と
を
教
え
た
。
こ
こ
に
村
長
然
と
一
騨
迭
の

任
に
就
い
た
陽
拐
の
心
中
立
、
来
た
し
て
ど
う
一
で
あ
う
た
ろ
う
。
入
問
、
得
失
一

到
底
生
、
活
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
た
φ

し
か
し
歯
時
、
一
劉
理
の
憾

い
吠
態
ぜ
あ
っ

:( -O J 

一
念
だ
け
は
な
お
ま
だ
一
機
化
L
な
い
ζ

と
を
思
い
、

て
そ
の
中
に
は
い
り
、
〈
主
文
成
金
金
書
巻
市
一
一
二
一
氏
二
日
一

一IL〉

γ

い
や
}

与
た
。
か
く
L

S
L
V
 

と
績
け
る
と
、
胸
中
が
轟
然
と
な
り
、

ミ
と
が
で
き
た
。

臥
し
て
し
ま
っ
た
や
麟
携
は
白
ら
薪
を
折
り
水
を
汲

さ

せ

た

。

方

、
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ノJ
ノ1
f
u
H
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戸
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v
t
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先
パ
点
ぺ
丈
yb
仁

川

mwJAμ
外
訓
示
、
出
去
l
L
丈
川
似
て
主
主
f

さ
れ
ど
こ
れ
は
陽
明
の
大
析
で
は
な
い
。
間
抑
制
仰
は
さ
ら
得
失

栄
一
陣
生
死
の
脱
却
は
治
報
的
知
り
で
あ
る
ひ
こ
の
計
一
に
生
を
受
け
た
以
上
、
何

た
人
生
の
よ
り
所
と
し
て
生
き
て
行
く
べ
ぎ
か
、
こ
の
積
務
的
借
り
な
求
め
る

こ
と
に
、
日
夜
工
た
な
凝
ら
し
た
。
そ
こ
で
閃
光
の
如
く
脳
禅
を
か
す
め
た
の

は
、
「
型
人
成
此
、
前
九
何
泊
。
」
〈
同
全
認
容
…
…
…
ニ
…
良
二
…
一
「
年
誠
一
レ
〉
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
こ
と
に
ヂ
凡
な
こ
と
ば
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
中
に
は
、
高
代
不
易
の
良

川
崎
が
治
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
今
の
場
合
、
現
人
が
い
た
ら
ど
う
い
う
こ
と

を
す
る
で
あ
ろ
う
か
り
型
人
だ
っ
て
自
分
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
以
外
に

は
、
な
す
べ
き
道
が
な
い
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
人
f

自
分
は
翠
人

の
滋
を
や
っ
て
い
る
の
だ
。
か
く
し
て
夜
半
、
急
に
「
格
物
致
知
」
の
本
訴
を

大
析
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
陽
明
、
が
「
格
物
致
知
設
」
を
打
ち
立
て
る
に
至
っ
た
大
要
で
あ
る

が
、
そ
の
一
鳩
山
間
と
な
っ
た
の
は
、
作
一
死
を
脱
却
し
よ
う
と
し
て
石
櫛
の
中
に
は

い
り
、
「
静
必
い
を
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
楳
甘
泉
と
の
交
友

に
よ
っ
て
得
た
賜
で
、
も
し
駐
甘
泉
に
食
わ
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
し
た
修
行
は

な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
「
山
川
曾
い
」
の
一
株
さ
と
つ
交
友
」
の
態
勢
力
に
、

た
だ
た
だ
心
を
打
た
れ
る
。

問
問
明
は
…
一
一
十
八
絞
の
時
、
初
め
て
「
知
行
合
一
説
」
を
論
じ
た
Q

そ
し
て
正

徳
五
年
(
…
在
。
)
、
一
一
一
十
九
歳
の
年
、
赦
さ
れ
て
媛
陵
勝
知
将
に
弁
護
し
、
一
一
一

月
赴
任
し
た
。

そ
の
途
上
、
常
徳
、
反
州
を
過
ぎ
、
門
人
糞
元
享
・
蒋
信
・
劉
叡
時
の
輩
を

見
て
、
持
立
一
一
蹴
に
成
長
し
た
こ
と
を
議
び
、
次
の
よ
う
に
い
っ
た
。

諮
問
山
雨
年
、
蹄
途
乃
中
川
十
件
諸
友
、
採
す
在
貴
陽
察
知
行
合

火
山
手
工
、
こ
台
、

γ
ァ、、
M
f
l当
Z
J
l
u
w

と
こ
ろ
が
一
あ
っ
た
の
で
あ
る
泊

か
く
し
て
陽
一
明
は
、
こ
の
年
の
十
一
月
入
観
し
、
十
二
月
十
に
南
京
別
部
関
川

浩
吏
司
主
事
に
昇
進
し
た
が
、
謹
か
一
か
月
で
、
捌
叩
弘
正
械
部
品
八
年
三
紘
一
一
〉
正
丹

に
は
、
実
部
験
封
捕
吏
可
主
事
と
な
り
北
京
に
蹄
っ
た
。
こ
れ
は
漉
せ
泉
と
寅

紹
の
推
撃
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
銃
一
に
迫
ベ
た
議
り
で
あ
る
。

こ
れ
以
来
、
三
人
は
再
び
北
京
で
共
間
生
活
を
し
た
。
そ
し
て
湛
甘
泉
が
安

南
に
使
一
す
る
ま
で
、
通
算
約
一
年
五
か
月
で
あ
っ
た
こ
と
も
概
述
し
た
。

こ
の
一
一
一
人
の
共
一
同
一
生
、
活
に
つ
い
て
は
、
何
の
資
料
も
な
い
の
は
、
ま
ζ

と
に

残
念
の
報
み
で
あ
る
が
、
王
陽
明
は
こ
の
間
一
に
、
拡
い
せ
尚
武
の
人
柄
や
壊
設
を
、

一
階
獣
捜
の
中
に
錦
町
認
し
、
一
そ
れ
が
す
泉
の
安
南
に
復
す
る
に
賞
た
り
、
「
別
搭

廿
一
向
魚
序
」
を
作
り
、
甘
'
設
の
壊
は
「
務
求
自
得
者
也
。
い
の
こ
と
ぼ
と
な
っ
て
、

口
を
突
い
た
の
一
で
あ
ろ
う
。

( 7 ') 

一
一
一
、
主
陽
拐
の
の
子
弟
教
育

や
は
り
一
「
自
得
」
の
一

か
ら
、
お
も
な
る
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
年
譜
」

1 

初

芝

1
u

以
来
、
凡
一
一
部
事
者
、
皆
令
存
天
理
去
人
欲
以
償
却
本
。

有
問
所
誘
一
、
期
ゲ

r求
ど
、
宏
事
指
貴
君
影
向
前
官
。
友
人
間
、

近
欲
護
擦
比
、
一
一
言
護
不
出
、
一
津
津
然

一
一
一
真
言
一
四
一
つ
年
諮
二
」
)



ー
コ
ー
川
ヨ
4

J

K

M

e

3

4

4

4

3

、

?
'
1
1
1
r
者
i
l
e
i
-
-

再
t
A

主
陽
明
は
正
徳
九
年
、
ハ
開
)
四
月
、
四
十
一
一

に
外
り
、
五
月
汗
任
し
た
。
そ
れ
以
来
、
早
者
に

っ
て
修
行
の
根
本
と
し
た
。

こ
の
「
存
…
大
開
去
人
欲
。
」
の
語
、
い
か
、
初
め
て
「
に
見
え
る
の
は
、

正
徳
七
年

2
1
一一
U
m
m
明
間
十
一
放
の
十
二
月
、
南
京
太
僕
寺
少
卿
と
な
り
、

絵
州
ハ
安
徽
省
〉
に
赴
任
す
る
途
上
J

郷
単
越
ハ
脅
稽
)
に
立
ち
寄
る
際
、
愛

弟
子
徐
愛
も
南
京
工
部
員
外
郎
と
な
っ
て
、
舟
を
同
じ
う
し
、
そ
の
舟
中
で

「
大
部
ナ
」
の
京
出
刊
を
論
じ
た
時
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

思
人
述
六
線
、
久
間
淀
川
沢
一
止
人
心
、
只
是
要
存
天
初
出
'
去
人
欲
。
於
存
天
理
去

人
欲
之
事
、
別
守
一
三
川
之
。
域
内
人
訪
問
、
各
随
分
量
而
説
、
亦
不
有
名
/
道
心

放
は
川
、
一
千
欽
無
一
一
一
一
日
ハ
王
女
成
公
金
書
程
一
一
久
一
一
一
一

孔
子
、
か
の
は
、
た
だ
人
心
を
立
さ
ん
が
た
め
で
、
人
々
に

天
却
な
保
持
し
人
欲
を
去
る
よ
う
に
す
る
の
が
日
的
で
あ
っ
た
。
天
濯
を
保
持

し
人
紋
な
去
る
戸
」
と
に
つ
い
て
は
、
孔
子
も
か
つ
て
人
に
説
明
し
た
こ
と
が
あ

る
り
し
か
し
そ
れ
は
、
人
の
質
問
に
よ
り
、
ま
た
人
お
の
お
の
の
力
設
に
懲
じ

て
説
明
し
た
の
で
、
余
り
多
公
判
し
な
か
っ
た
む
人
が
問
中
に
こ
と
ば
の
上
だ
け
で

求
め
よ
う
と
す
る
の
な
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
吋
私
は
何
も
や
は
も
い
た
く

な
い
o
h

と
い
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
ぺ
私
一
大
川
去
人
欲
。
い
の
一
品
は
、
一
土
問
問
州
仰
の
護
家
で
あ
る
が
、
そ
の
夜

恕
は
、
ん
火
z

子
が
ヱ
八
山
中
い
の
…
一
一
制
約
偵
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
一
栄
治
こ
を
解
く
に
用

い
た
主
主
八
…
大
兇
之
版
部
無
…
宅
人
欲
之
私
り
ん
の
こ
と
ば
に
よ
る
。

こ
の
と
主
は
ま
だ
、
「
小
作
天
理
去
入
獄
。
い
を
修
行
の
根
本
と
は
考
え
ず
、
や

は
り
寸
前
品
に
な
主
な
る
も
の
と
し
て
い
た
U

そ
れ
が
南
京
へ
来
て
以
来
、
修

行
の
根
本
と
し
た
一
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。

自
徐
愛
来
階
部
、
同
志
自
殺
一
市
黄
宗
明
・
欝
侃
'
馬
関
禽
・
・
季

本
'
許
相
賂
・
王
激
・
諸
俸
・
林
達
・
張
糞
'
臨
料
一
愈
緊
・
持
続
占
・
劉
翠

侍
・
制
抑
制
糊
'
周
護
・
努
慶
・
襲
葱
・
劉
時
開
・
何
種
-
・
陳
傑
・
揚
杓
・
'
開

設
・
彰
一
之
・
朱
箆
輩
、
関
豪
邸
内
、
日
夕
潰
嘱
不
搾
。
客
有
道
一
、
自
訟

辞
翠
之
士
、
多
放
言
合
同
論
、
亦
有
瀬
背
部
教
者
。
先
生
一
日
、
吾
年
来
欲
懲

末
終
之
卑
汚
、
引
接
事
者
、
多
就
高
明
一
路
一
。
以
数
時
弊
。
今
見
皐
者
瀬

、
、
、
、
、

有
流
入
控
ぃ
盤
、
議
段
落
一
新
奇
之
論
。
者
自
権
之
会
。
故
南
談
論
率
、
只
教

祖
妻
、
、
、
、
、
、

事
者
存
天
理
去
人
欲
、
議
省
察
克
治
資
功
。
(
金
書
「
年
譜
一
こ
頁
ニ
六
〉

徐
愛
が
蕗
京
に
来
て
よ
り
、
間
志
日
に
親
し
く
、
資
宗
務
・
醇
侃
・
馬
明

街
・
陵
液
ら
、
数
十
人
が
ま
問
湯
関
の
所
に
集
ま
り
、
朝
夕
切
瑳
琢
擦
を
怠
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
中
に
は
何
か
と
不
平
を
い
う
者
が
あ
っ
た
。
絵
州
一
か
ら
遊
察

し
た
士
は
、
一
放
一
夜
持
論
す
る
者
が
多
く
、
ま
た
漸
く
楊
拐
の
教
に
そ
む
く
者
一
も

出
た
。
陽
明
は
そ
こ
で
、
患
者
が
空
虚
に
流
入
し
、
「
「
心
部
理
設
」
「
知
行
合

一
読
」
か
ら
股
落
一
す
る
の
を
権
い
、
「
存
天
理
公
人
欲
。
」
を
嶋
え
た
の
で
あ
る
。

授
に
述
べ
た
よ
う
に
き
陽
明
は
初
め
、
子
弟
に
「
訴
時
一
」
を
勤
め
た
。
し
か

し
「
静
坐
」
は
動
み
、
枯
楠
祭
寂
に
流
一
れ
、
儒
家
の
本
搬
を
忘

れ
る
傾
向
に
な
っ
こ
れ
を
救
う
方
制
限
と
し
て
「
率
上
勝
錬
い
を

〈
一
さ
さ
十
月
、
去
問
問
問
問
が
四
十
二
歳
一
の
時

い
た
と
き
で
あ
る
。
「
存
天
理
去
人
欲
」
を

( 8 ) 

、
、
、
、
、
一
、
、
、
、
、
一
、
一

等
問
、
脊
背
賠
務
時
、
見
詰
一
生
多
務
知
解

之
静
銭
。
一
時
窺
見
光
景
、
制
州
政
近
致
。

、
、
、
、
一
、
、

認
入
枯
稿
之
摘
。
或
務
渇
玄
解
妙
'
発
、
動
一
人
諮
問
。

、
令
、
、
一
、
、
、
、
、
、
、
、
、

良
知
明
白
、
臨
ん
件
去
瀞
滋
検
知
也
好
、



、
、
、
、
、

J
附
敏
弘
好
。
い
〈
小
中
ふ
す
人
成
公
A
七
九
百
岱
…
…
…
…
良
吋
体
期
尚
鍬
下
。

五
陽
明
は
、
こ
の
コ
~
竹
夫
却
夫
人
欲
三
官
弟
子
た
ち
に
「
高
得
ん
さ
せ
た
。

だ
か
ら
決
し
て
つ
山
人
用
ん
の
迂
味
な
説
明
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ω
宮
刻
午
縦
、
主
不
能
持
。
悲
環
坐
部
臨
者
…
一
一
目
除
人
。
先
生
臨
之
、
久

、
、
、
、
、
、

波
大
mmr
持
物
川
尚
之
官
、
使
人
名
求
心
ホ
性
、
致
桜
良
知
、
以
止
於
五
詩
。

、
、
、
、
、
、
、
、

功
一
犬
小
付
向
、
則
凶
方
設
致
。
故
人
悦
北
ハ
日
仰
従
。
ハ
全
議
程
一
一
一
山
一
良
…

0
「年

淵……一一一
l
{
)

事
前
一
一
一
年
(
ぶ
一

ω)
正
月
、
州
側
明
一
五
十
一
一
一
哉
の
時
、
務
山
書
院
を
開
き
、
八

万
か
ら
す
ぐ
れ
た
男
子
を
集
め
、
身
を
も
っ
て
講
習
し
監
督
し
た
。
そ
こ
で
綴

仕
鳴
・
五
什
此
'
孟
M
m
-
同
街
・
州
側
eH政
・
税
良
採
ら
一
…
…

H
徐
人
が
集
ま
っ
た
。

末
、
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
ふ
れ
、
弟
子
た
ち
は
環
坐
し
て
講
義
を
聴
い
た
。
限
切
は

い
ん
だ
「
大
問
中
い
の
市
内
物
同
悼
の
本
日
を
い
う
だ
け
で
、
あ
と
は
各
人
の
修
行
に

ま
か
せ
た
。
す
な
わ
ち
ア
リ
向
」
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
修
行

に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
人
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
た
方
法
で
、

救
え
導
い
た
。
だ
か
ら
人
々
は
従
い
易
い
こ
と
を
寄
ん
だ
。

2

侍
mm
錦

、
、
、
、

的
詩
的
於
先
生
之
一
β
、
初
徒
入
ヰ
出
口
不
時
諸
身
則
愛
み
/
~
銭
此
、
宜
先
生

之
出
入
会
。
〈
主
文
成
公
全
討
念
日
頁
二
「
侍
習
鈴
序
い
)

、
、
、
、

ω
道
之
八
土
問
、
約
十
…
入
車
難
以
一
治
人
。
須
是
尽
自
修
自
情
。
(
全
投
開
巻
二
氏

f
件

特

¥
1
7
P
4
i
rか
れ
・

4

v

/

一二
J
/

一俗いい

4
I
M
F
-ー
し
L

川

w

総
洪
日
、
昔
、
南
元
JI
川
刻
侍
羽
小
川
鈴
於
対
始
、
〉
九
二
時
。
下
新
潟
録
先
郁
子

吉
、
九
八
熊
c

其
答
徐
氏
之
二
吉
、
汗
前
日
調
天
下
是
朱
非
段
、
論
定
位

、
、
、
、

久
、
一
社
反
之
内
川
難
。
一
一
主
姑
協
調
停
問
可
之
設
、
能
人
自
忠
得
之
c

〈
ん
丸
山
山
巻
二
…
良
一
「
侍
習
鋒
山
中
」
)

科
目
説
、
耳
畿
、
足
行
、
以
済
一
身
之
用
。
自
不
恥
其
無
穂
、
市

ヰ
之
所
捗
、

足
不
恥
其
無
執
、
一
郎
手
之
所
探
、
足
必
前
器
。

、
、
、
、

拠
蹴
篠
勝
。
是
以
時
仰
向
一
呼
吸
、
感
燭
紳
盤
、
有
不
一
一
弘
前

一
区
ニ
問
「
侍
努
録
中
」
〉

輩
む
九
川
一
問
、
都
議
録
一
疑
。
後
家
殿
、
復
以
格
物

、
、
、
、

任
能
賞
地
用
功
、
久
常
臼
弾
。
山
間
乃
自
鋒
大
間
mT
欝

ωW

山

間

山

一

日

、

護

議

結

誠

一

。

問
、
何
百
之
易
也
。
年
、
若
如
何
。
又
用
功
一
年
。
震
如
何
。

、守、一、、

功
夫
愈
久
、
愈
究
不
問
。
此
難
口
説
。
(
全
審
答
一
一
一
一
良
一
六
「
博
一
習
鍬
下
」
〉

肘
諸
君
只
袈
常
活
楼
謡
選
世
無
関
、
不
見
是
市
無
間
一
之
心
。
依
此
良
知
、

忍
耐
倣
去
、
不
管
人
殺
誘
、
不
管
人
楽
賂
円
。
託
他
功
夫
有

、
、
、
、
、
一
、
芝
、

久
久
自
然
得
力
露
。
一
切
外

C 9 ) 

事
、
亦
白
能
不
動
。
〈
全
護
金
一
一
一
瓦
一
一
七

約
一
友
関
功
犬
一
不
切
。
先
生
問
、
率
問
功
夫
、
我
一
己
曾
一
如
何
、

、
、
、
、
、
、
、
、

今
日
韓
設
縛
迷
、
都
不
著
制
択
。
割
問
、
致
良
知
議
席
数
実
。
然
拡
須
講
問
。

先
生
一
日
、
既
知
致
良
知
、
文
例
可
一
諮
問
。
良
知
本
是
明
向
。
質
落
用
功
使

、
、
、
、
、

是
。
不
背
用
功
、
只
在
一
語
一
一
一
向
上
、
特
設
轄
糊
塗
一
。
日
、
正
求
誘
拐
致
之
之

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
宮
、

功
c

先
生
日
、
此
赤
須
紅
白
家
一
求
。
我
亦
無
別
法
可
道
。
(
金
書
程
一
一
一
頁

ニ
九
「
簿
一
習
鋒
下
」
)

、
、
、
、
、
，
、

例
先
生
日
、
用
功
到
結
露
、
愈
一

徴
上
、
全
鰻
功
夫
反
議
泥
了
。
(

以
上
、
「
簿
欝
鋒
一
か
ら
「
向
日
得
i

一

篠
ご
と
に
簡
患
な
部

M
W

愛
弟
子
徐
品

て
い
る
誌
で
あ
る
c

ね
込

Rι
・，桃山
F
H

咋
位
。

き

n羽
だ
ァ
克
慈
邦

一
一
一
九
「
俸
習
鋒
下
」
」

に
間
関
す
る
文
章
を
九
か
篠
あ
げ
た
が
、

を
作

9
、
そ
の
移
わ
り
の
ほ
う
に
述
べ

こ
と
ば
を
、
か
り
そ
め
に
も
耳
か
ら
入



1
1
H，
、
ヘ
ノ

υuLdノ
J
}
み
j

む、

す才

i
J
/
F
L
μ

一c
J
i
k

つ

は
先
生
に
針
し
て
、
大
、
ぎ
な
非
右
犯
す
こ
と
に
な
る
。
徐
愛
が
「
一
小
競
諸
身
」

と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
ら
の
修
行
に
よ
っ
て
「
自
得
」
す
る
こ
と
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

ω
内
入
院
没
と
の
一
問
答
に
お
け
る
隊
問
の
答
え
で
あ
る
。
陽
明
は
常
に
、

孔
子
飯
間
が
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
聖
人
の
問
中
は
亡
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
針
し
て
、
件
以
滋
が
疑
問
を
抱
き
、
顔
間
以
後
も
子
忠
や
ワ
十
晶
子
そ
の
他
の

賢
人
が
出
て
、

m
世
間
学
は
亡
ん
で
い
な
い
こ
と
を
質
問
し
た
。
陽
明
は
こ
れ
に
答

え
て
、
「
即
応
人
孔
子
の
教
え
の
全
胞
を
見
て
、
こ
れ
を
把
握
し
待
た
の
は
一
顧
問

だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
断
、
問
が
孔
子
の
件
大
さ
を
、
暗
然
と
し
て
嘆
じ
た
論
語

吋
子
仰
い
編
」
の
一
一
不
の
一
品
な
よ
く
れ
凡
れ
ば
わ
か
る
。
そ
の
中
に
一
顧
問
が
内
孔
矢

子
は
弟
子
の
能
力
に
一
肱
じ
て
版
Jυ
げ
よ
く
教
え
導
か
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
知
識
を
康

げ
る
に
早
川
を
も
っ
て
し
、
わ
れ
わ
れ
の
行
な
い
か
い
引
き
締
め
る
の
に
躍
を
も

っ
て
し
た
O
R
b
-
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
畝
間
が
孔
子
の
教
え
の
良
治
榊
一
を
見

破
っ
て
後
の
自
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
間
女
約
椴
ー
か
、
ど
う
し
て
人
を
よ
く
教

え
導
く
ー
も
の
で
あ
る
か
、
間
学
問
す
る
も
の
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
泊
の
余
般
に
つ
い
て
は
、
抑
止
人
で
も
人
に
説
主
知
ら
せ
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
。
だ
か
ら
早
ぶ
も
の
白
身
が
自
分
で
修
行
し
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
畝
出
が
円
孔
子
の
後
に
つ
い
て
行
こ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
の
方
法
が
な

い
。
い
と
い
っ
て
、
孔
子
な
近
寄
り
難
く
、
捕
え
難
い
偉
大
な
人
格
者
と
見
て

嘆
じ
た
こ
と
は
、
創
出
い
か
本
品
川
γ
い
孔
子
を
知
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
広
は
、
郡
山
が
泣
し
て
以
後
は
、
間
前
人
の
教
え
る
正
し
い
串
間
の
系

統
は
じ
ん
で
体
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
と
ひ
王
協
拐
の
い
わ
れ
る

つ
け
修
r

け
桁
ん
は
、
'
創
出
な
例
に
あ
げ
て
、
弟
子
に
ケ
司
教
え
た
も
の

勺
W

4

ヘ
ノ
'
、
J
O

マふ
d
v
/丸

ωw

に
お
け
る
銭
領
決
の
序
一
一
の
最
一
初
の
部
分
で
あ
る
。

「
以
前
、
頭
一
五
一
諮
問
が
鋒
』
を
新
江
で
出
版
し
た
ζ

と
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
二
期
本
で
、
下
巻
は
先
蔀
競
間
的
先
生
の
手
旗
八
幅
制
い
か
ら
抜
き
書
き
し
た
も

の
で
あ
る
む
そ
の
中
の
徐
広
之
に
答
え
た
二
惑
に
つ
い
て
は
、
先
生
自
身
も

『
散
問
で
は
朱
子
を
正
し
い
と
し
3

際
…
象
山
一
を
否
と
す
る
論
、
が
決
定
的
と
な
っ

て
か
ら
、
す
で
に
長
い
こ
と
縫
っ
て
い
る
の
で
、

A
7
A
惑
に
こ
れ
を
正
し
い
姿
に

返
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
で
二
、
過
の
手
紙
で
は
し
ば
ら
く
妥
協
的
に
、

南
者
と
も
可
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
綾
味
な
こ
と
を
い
っ
て
、
議
む
も
の
が
自

分
で
考
え
悟
る
よ
う
に
し
た
o
h

と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
一
冗
蕃
が
こ
れ
を
下
巻

の
冒
頭
に
載
せ
た
の
も
、
多
分
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
こ
と
。
「
自
思
得
之
一
。
」

の
誌
は
、
こ
の
場
合
、
本
来
一
の
「
自
存
μ

の
一
意
味
か
ら
や
や
離
れ
て
い
る
感
じ

が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
鶴
間
判
が
常
日
ご
ろ
つ
は
得
」
を
弟
子
た
ち
に
説
い
て

い
た
結
一
果
、
こ
う
し
た
こ
と
ば
で
弟
子
の
口
か
ら
出
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

的
支
陽
錦
、
が
五
十
開
設
の
持
、
願
東
犠
に
答
え
た
手
紙
一
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
子
艇
で
磁
明
は
「
寓
物
一
一
綾
論
」
を
顧
東
摘
に
論
述
し
た
。
こ
れ
こ
そ
は

「
致
良
知
」
の
綴
地
で
あ
る
。
人
は
各
自
、
自
己
の
本
分
を
識
し
な
が
ら
、
一
能

人
の
才
能
を
認
め
合
い
、
第
一
物
一
を
…
鐙
と
す
る
仁
の
心
が
完
全
に
護
現
す
る
こ

と
が
肝
要
で
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
日
.
斗
手
足
が
一
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
出
水
し
て

い
る
の
と
同
じ
で
あ
J

る
。
こ
れ
は
打
て
ば
響
い
て
感
躍
す
る
、
い
わ
、
ば
ね
に
出

し
て
一
一
一
品
わ
な
く
と
も
、
お
の
ず
と
心
に
括
る
議
妙
一
な
働
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
は
、
「
自
得
」
に
外
一
な
ら
な
い
。

乙
玄
、
陽
一
明
四
十
四
一
裁
の
年
、
門
人
隙
九
川
が
、

A

材

料

っ

た

の

そ

の

時

、

う

ど

拠

甘

泉

と

て
い
た
。

( 10 ) 



廿
米
は
つ
む
し
物
の
川
h

に
一
小
じ
る
の
を
外
と
ナ
る
な
ら
、
そ
れ
は
FH身
で
心
を
小

な
る
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
と
反
駁
し
た
。
こ
れ
を
開
い
て
、
九
川
は

訪
問
〉
つ
汗
令
官

-
Z
-
:
、
こ
と
ざ
、
三
、
二
五
S

U

や
こ
の
ご
Y
ハ
て
こ
、
長

p
i
u
U
宇
小
十

4
H
L
U
H
z
L
L
、
t
J
t

イノ

L

iペム
;

/

7

1

7

2

f

v

/

{

で
限
切
一

rぃ胤
py
の
い
似
心
の
山
一
日
一
い
一
い
な
品
じ
ら
れ
た
時
は
、
不
思
議
ふ
も
何
の
疑
問

も
感
じ
な
か
〉
た
。
そ
の
後
、
致
仕
し
て
京
に
い
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
件

び
「
格
物
L

に
つ
い
て
千
紙
で
間
切
に
質
問
し
た
ら
、
限
切
は
竹
山
似
能
賞
地
氾

、、

功
、
久
品
川
'
什
轄
に
と
符
え
ら
れ
た
。
…
ー
日
制
伴
い
は
勺
白
川
ピ
で
あ
る
。

ω
門
人
欧
州
向
山
一
が
に
し
間
的
の
「
致
良
知
読
ん
に
到
し
て
、
ぺ
お
説
の
主

回
日
は
、
ま
こ
と
に
粘
微
縦
奥
々
し
版
め
た
も
の
で
、
こ
の
間
を
よ
く
見
る
こ
去
、
が

で
き
れ
ば
、
二
皮
と
離
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
い
っ
た
の
に
つ
い
て
、

防
関
が
「
日
で
い
う
こ
と
は
究
に
た
や
す
い
こ
と
だ
。
人
間
は
も
う
半
年
間
修

行
し
て
後
、
ど
う
で
あ
る
か
な
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
も
う
…
年

修
行
し
た
ら
、
ど
う
で
あ
る
か
を
見
る
が
よ
い
。
修
行
、
か
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
ま
す
ま
す
そ
の
門
科
が
述
ヴ
て
く
る
戸
」
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
口
で
は
説

明
で
き
な
い
扱
妙
さ
が
あ
る
よ
と
い
わ
れ
た
心
{
此
難
口
説
。
」
は
す
な
わ
ち

「
自
作
い
と
考
え
ら
れ
る
心

川

w
坑
修
日
仰
(
勉
糾
〉
が
γ

土
問
明
と
の
問
等
に
お
け
る
陽
明
の
こ
と
ば
で
あ

る
。
「
人
間
の
修
行
に
は
飛
躍
が
な
く
、
一
足
跳
び
に
お
い
と
こ
ろ
へ
行
け
る

も
の
で
は
な
い
ο

だ
か
ら
手
を
加
え
て
無
理
に
早
く
目
的
を
達
す
る
よ
う
な
こ

と
を
し
て
は
な
ら
な
い
G

途
中
に
は
起
伏
絵
日
仰
が
あ
り
、
失
敗
も
や
む
を
得
な

い
。
よ
っ
て
そ
れ
な
か
く
し
標
法
を
つ
く
る
必
要
は
全
く
な
い
。
も
し
そ
れ
を

す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
助
長
で
あ
っ
て
、
今
ま
で
の
修
行
す
ら
一
翠
に
崩
壊
し
て

し
ま
う
ο

そ
れ
は
ち
上
う
ど
、
道
路
を
歩
い
て
い
る
人
、
が
、
偶
然
つ
ま
ず
い
て

倒
れ
、
そ
れ
か
ら
起
き
上
、
が
っ
て
歩
き
出
す
と
同
じ
こ
と
で
、
何
も
ご
ま
か
し

て
、
倒
れ
な
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
必
要
は
な
い
。
人
間
は
易
に
あ
る

れ

人

に

脊

れ

ら

れ

な

く

て

も

問

え

る

心

の

な

い

ob
礁
問
た

る
信
念
を
持
つ
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
。
人
は
こ
の
良
知
を
本
に
し
忍
耐
し

て
や
っ
て
い
き
、
他
人
の
槻
笑
・
非
難
・
湾
側
'
柴
山
怖
に
拘
わ
り
な
く
、
ま
た

修
行
に
進
渉
が
あ
ら
う
と
な
か
ろ
う
と
か
ま
う
こ
と
な
く
、
た
だ
良
知
を
致
す

修
行
を
し
て
な
ら
な
い
な
ら
、
長
い
間
に
は
自
然
と
底
力
を
得
、
一
切
の
外
部

の
事
象
に
も
お
の
ず
と
動
指
し
な
く
な
る
の
で
あ
る
よ
「
久
久
自
然
者
得
力

克
己
ば
修
行
し
た
結
果
の
「
zH待
い
で
あ
る
。

的
資
特
性
の
記
鋒
で
あ
る
。
ひ
と
り
の
友
人
が
、
陽
一
関
の
設
か
れ
る
修
行

な
行
な
っ
て
み
て
も
、
…
向
に
身
に
つ
か
な
い
の
で
、
そ
の
理
由
を
質
問
す
る

と
、
陽
明
は
、
「
問
中
間
修
行
に
つ
い
て
は
、
私
は
前
か
ら
内
致
良
知
』
の
一
勾

で
い
い
殺
し
て
い
る
。
も
し
そ
れ
を
説
明
す
る
と
な
る
と
、
設
け
ば
説
く
ほ
ど

遠
く
離
れ
て
い
っ
て
、
根
本
に
燭
れ
な
く
な
る
の
を
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
よ
と
答
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
良
知
は
本
来
間
的
向
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

窓
際
そ
こ
に
カ
を
入
れ
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
し
た
努
力
を

し
な
い
で
、
た
だ
こ
と
ば
の
上
だ
け
で
設
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
設
け
ば
説
く

ほ
ど
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
」
「
良
知
を
致
す
寅
際
の
方
法
は
、
自
分
自
身

で
求
む
べ
き
こ
と
で
、
私
に
も
こ
れ
と
い
っ
た
良
い
方
法
は
な
い
ご
と
い
わ

れ
て
い
る
。
「
特
設
斡
述
。
!
一
「
蒋
設
棒
糊
塗
一
。
」
「
須
似
自
家
求
。
我
亦
無
別
法

可
道
。
」
の
一
誌
は
、
ま
さ
に
跨
拐
の
人
生
哲
皐
で
あ
る
「
自
得
」
を
、
如
寅
に

い
い
中
衣
l

り
し
λ

九
、
も
の
で
vv

の寸分
C

約
こ
れ
も
安
省
曾
の
記
録
で
あ
る
。
陽
明
が
、
「
修
行
も
深
い
と
こ
ろ
へ

は
い
っ
て
行
く
と
、
ま
す
ま
す
こ
と
ば
で
は
設
拐
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
は
道

理
を
設
く
こ
と
が
い
よ
い
よ
む
ず
か
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
あ
ま
り
細

か
い
と
こ
ろ
に
心
を
使
う
と
、
全
殻
の
移
行
は
か
え
っ
て
扮
げ
ら
れ
て
く
る
己

「

用

功

到

結

露

、

は

や

は

り

「

自

得

」

を

い

っ

た

も

の

で

く11) 



あ
る
。

日
1

・r
uん
川
川

口

に

よ

γ
叫
ん
刀
両

政
向
沙
の
「
白
山
内
)
片
山
一
!
訴
坐
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
静
坐
」
に
よ
っ

て
人
生
な
撚
4

羽
附
し
た
ι

こ
の
流
れ
を
長
け
た
拡
廿
泉
は
、
一
i

静
山
川
じ
と
「
読
書
」

の
交
政
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
カ
設
し
一
、
「
静
坐
」
の
鮮
に
近
づ
く
の
を
嫌
い
ち

ぺ敬一」

JT
主
摂
し
た
り
こ
れ
が
一
随
底
総
認
天
理
。
」
の
設
で
あ
一
り
、
甘
泉
の

ア
什
ノ
川
日
で
あ
る
。
王
陽
則
的
も
初
め
は
「
静
坐
」
を
も
っ
て
修
行
と
し
た
。

「
心
部
恕
説
い
や
「
知
行
合
一
一
説
」
は
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
次
第
に

「
府
保
ん
の
弊
容
を
悟
り
、
「
事
上
階
錬
」
か
ら
「
存
天
理
去
人
欲
。
」
の
修
行

に
後
わ
り
、
還
に
「
致
良
知
説
い
を
樹
立
す
る
に
安
っ
た
。
こ
れ
は
湛
甘
泉
と

の
安
心
点
に
よ
っ
て
仰
げ
た
「
自
得
い
が
、
主
陽
明
の
眠
中
訟
を
止
揚
し
た
結
果
で
あ

る

。

(

都

立

背

山

高

校

教

議

)
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